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１．令和4年第3回定例会議案について 

 

(１) 議案の内訳 

・専決処分の承認を求めることについて             １件 

・条例の一部改正について                     ３件 

・令和4年度補正予算について                  ９件 

・令和3年度決算認定について                  ９件 

・人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて   ３件 

合 計                                ２５件 

 

(２) 議案の概要 

① 報告第 4 号「令和 4 年度小美玉市一般会計補正予算の専決処分」については、国の新型  

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を財源活用する事業を計上するもので、 

歳入歳出それぞれ 1億5,341万4千円追加し、歳入歳出予算の総額を216億2,581万

7千円とするもので、令和4年7月29日に専決処分したものです。 

② 議案第 50 号「小美玉市議会議員及び小美玉市長の選挙における選挙運動の公費負担に 

関する条例の一部を改正する条例」については、公職選挙法施行令の一部改正に伴い、  

所要の改正を行うものです。 

③ 議案第 51 号「小美玉市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例」について

は、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正を行うものです。 

④ 議案第 52 号「小美玉市希望ヶ丘弓道場条例の一部を改正する条例」については、「小美玉

市体育協会」が「小美玉市スポーツ協会」に名称が変更になったことに伴い、所要の改正を

行うものです。 

⑤ 議案第 53 号「令和 4 年度小美玉市一般会計補正予算（第 5 号）」については、歳入歳出  

それぞれ5億6,479万円を追加し、歳入歳出予算の総額を221億9,060万7千円とし

て提案するものです。補正の内容については、原油価格高騰に伴う燃料費及び電気使用料

の増額や学校施設環境改善交付金を財源活用した小中学校のLED化事業などを補正計上

するものです。 

⑥ 議案第54号「令和4年度小美玉市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）」については、

歳入歳出それぞれ1,422万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を52億5,430万1千

円として提案するものです。 

⑦ 議案第55号「令和4年度小美玉市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第1号）」につ

いては、歳入歳出それぞれ768万2千円を追加し、歳入歳出予算の総額を6億4,140万

9千円として提案するものです。 

⑧ 議案第56号「令和4年度小美玉市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）」につい

ては、歳入歳出それぞれ 509 万 6 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 3 億 2,712 万 

4千円として提案するものです。 
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⑨ 議案第57号「令和4年度小美玉市戸別浄化槽事業特別会計補正予算（第1号）」について

は、歳入歳出それぞれ264万2千円を追加し、歳入歳出予算の総額を4,545万2千円と

して提案するものです。 

⑩ 議案第 58 号「令和 4 年度小美玉市霊園事業特別会計補正予算（第 1 号）」については、  

歳入歳出それぞれ108万2千円を追加し、歳入歳出予算の総額を3,990万円として提案

するものです。 

⑪ 議案第 59 号「令和 4 年度小美玉市介護保険特別会計補正予算（第 1 号）」については、  

介護保険事業勘定及び介護サービス事業勘定の補正です。介護保険事業勘定においては、

歳入歳出それぞれ１億 8,248 万 8 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 42 億 317 万  

6千円とし、介護サービス事業勘定においては、歳入歳出それぞれ205万2千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を963万7千円として提案するものです。 

⑫ 議案第60号「令和4年度小美玉市水道事業会計補正予算（第2号）」については、収益的

収入及び支出のうち、支出を1,504万1千円増額し、8億3,380万1千円として提案する

ものです。 

⑬ 議案第 61 号「令和 4 年度小美玉市下水道事業会計補正予算（第 1 号）」については、収益

的収入及び支出の収入を 627 万 4 千円減額し、12 億 1,277 万円とし、支出を 401 万   

7千円増額し、11億7,667万9千円として提案するものです。 

⑭ 議案第 62 号から議案第 70 号までの 9件については、令和 3年度の各会計の決算認定

についてです。 

⑮ 諮問第 1 号から諮問第 3 号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めること」については、 

現在、委員の菊池広己氏と竹内芳文氏が，令和4年12月31日をもって任期満了となるた

め、菊池氏と竹内氏を再推薦したく、また、前任者の退職以来、欠員となっているため、   

長谷川美智子氏を新たに推薦したく、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき諮問する

ものです。 

◇問い合わせ先 

総務部 総務課 庶務係 

℡：0299-48-1111（内線1274） 


